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「核リスクは極限」
㌧被爆80

平和賞追い風も継承課題

ノ二ベル平和賞の受賞が決まり、記者会見に臨む

日本原水爆被害者団体協議会の田中黙巳代表委員

㊥ら＝2024年10月、東京都千代田区

記
者
会
見
し
、
握
手
す
る
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

の
田
中
照
巳
代
表
委
員
㊧
と
、
来
日
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ

1
ベ
ル
賞
委
員
会
の
フ
リ
ー
ド
ネ
ス
委
員
長
＝
7
月
㌘
日
、

東
京
都
千
代
田
区

被
爆
者
唯
一
の
全
国
組
織
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日

本
被
団
協
）
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
決
定
か
ら
1
年
。
賞
を
追
い

風
に
、
メ
ン
バ
ー
は
国
内
外
で
核

兵
器
廃
絶
の
訴
え
を
強
め
た
が
、

被
爆
8
0
年
の
今
年
も
国
際
情
勢
は

緊
迫
を
増
し
て
い
る
。
被
爆
者
は

「
傾
リ
ス
ク
は
極
限
に
達
し
て
い

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
核
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る

た
め
の
努
力
を
証
言
を
通
じ
て
示

し
て
き
た
。
核
の
タ
ブ
ー
確
立
に

大
き
く
責
献
し
た
」
。
昨
年
1
0
月
、

日
本
被
団
協
へ
の
授
賞
を
発
表
し

た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
委

員
会
は
こ
う
評
し
、
同
1
2
月
、
同

層
で
の
授
賞
式
で
田
中
照
巳
代
表

委
員
（
撃
は
核
廃
絶
を
「
原
爆
被

害
者
の
心
か
ら
の
願
い
だ
」
と
講

漬
し
た
。
日
本
被
団
協
は
授
賞
式
後
、
精

力
的
に
活
動
を
続
け
た
。
翌
月
に

は
役
員
が
石
破
茂
首
相
（
当
時
）
と

面
会
。
箕
牧
智
之
代
表
委
員
（
撃

は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
て

い
な
い
政
府
に
締
約
国
会
議
へ
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
要
請
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
高
齢
を
押
し
、
国

会
議
員
と
の
討
論
会
や
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
く
な
ど
し
て
参
加
を

働
き
掛
け
た
。
だ
が
、
今
年
3
月
、
一

米
国
で
の
締
約
国
会
議
で
「
原
爆

は
未
来
を
奪
う
悪
魔
の
兵
器
だ
」

と
訴
え
た
浜
住
治
郎
事
務
局
長

（
7
9
）
の
前
に
日
本
代
表
の
姿
偲
な

か
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
妻
が
昨
年
授
与
し

た
の
は
、
被
爆
8
0
年
を
前
に
反
核

の
世
論
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
受
賞
後
、
日
本
被
団
協

は
依
頼
を
受
け
て
核
保
有
国
の
フ

ラ
ン
ス
な
ど
に
被
爆
者
を
派
遣
し

て
い
る
。
た
だ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
危
機
的

状
況
は
続
く
。
6
月
に
は
イ
ス
ラ

エ
ル
と
米
国
が
イ
ラ
ン
の
核
施
設

を
攻
撃
し
た
。

7
月
未
、
被
爆
地
を
訪
問
し
た

ノ
ー
ベ
ル
賞
妻
の
フ
リ
ー
ド
ネ
ス

委
員
長
（
4
0
）
は
東
京
都
内
で
の
講

団
協
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
の
第
3
′
回
締
約
国
会
議
で
演
説
す
る
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
の
浜
住
治
郎
事
務
局
長
＝
3
月
3
日
（
時
事
）

演
で
「
世
界
は
被
爆
者
の
声
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
だ
」
と
呼
び
掛

け
、
翌
8
月
、
日
本
被
団
協
は
被

爆
8
0
年
の
声
明
を
公
表
。
「
核
リ

ス
ク
は
極
限
に
達
し
、
第
3
次
世

界
大
戦
の
危
機
が
増
し
て
い
る
」

と
警
告
し
、
「
核
が
人
間
と
は
共

存
で
き
な
い
こ
と
を
命
あ
る
限
り

訴
え
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。

原
爆
投
下
か
ら
8
0
年
。
被
爆
者

の
高
齢
化
は
進
み
、
残
さ
れ
た
時

間
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
声
明

で
「
運
動
を
次
の
世
代
が
さ
ら
に

築
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
も
表
明
し
た
日
本
被
団
協
は
1
0

月
、
都
内
で
若
者
ら
と
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
「
運
動
を
ど
う
つ

な
ぐ
か
が
課
題
だ
」
。
浜
住
事
務
局

長
は
力
を
込
め
て
語
っ
た
。


